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表紙作品を募集しています

環境ポスターコンテスト
最優秀作品

小川　竜平さん

（23ページに紹介記事）

インターネット生活を楽しもう
料理コンテスト入賞者発表・入賞作品紹介
環境ポスター・環境標語コンテスト入賞者発表

道の駅ローズマリー公園
リニューアルオープン

道の駅和田浦WA
ワ

・O
オ

！オープン
朝夷行政センター業務開始 12月3日
通学路危険か所合同点検
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2 2012年11月号

2012年
 

11月15日
貅 

午前9時
 

OPEN

1111月1515日（木）～日（木）～1818日（日）日（日） 

オープン記念イベントオープン記念イベント 
11月15日（木）～18日（日） 

オープン記念イベント 

名　称 日にち 時　間 

大福引大会 15日（木）～18日（日） 

先着500人にﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 15日（木）～18日（日） 

午前9時から 
午後5時まで 

午前9時から 

餅まき大会 
午後3時から 

午後1時から 

日替わりイベント 15日（木）～18日（日） 

南総みよし烈華隊の演舞 17日（土） 

15日（木）・18日（日） 

17日（土） 

未　定 

祭り囃子・フラダンス 18日（日） 

れっか 

ばやし 

※ほかにお楽しみイベントも予定しています。 

予定 

11
月
15
日
（
木
）、
道
の
駅
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
内
に
輊
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
輅

「
は
な
ま
る
市
場
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

管
理
・
運
営
は
全
国
展
開
の
企
業

道
の
駅
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
は
、
㈱
Ｔ
Ｔ
Ｃ
を
代
表
と
す
る
グ
ル

ー
プ
を
事
業
者
と
し
、
道
の
駅
の
再
生
と
南
房
総
観
光
、
地
域
交
流

の
拠
点
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、
施
設
の
管
理
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

事
業
者
は
全
国
で
地
域
の
特
産
品
を
製
造
・
販
売
し
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
静
岡
県
の
伊
豆
や
新
東
名
高
速
道
路
の

駿
河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

観
光
と
環
境
を
結
び
つ
け
た
新
拠
点

道
の
駅
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
は
、
新
施
設
「
は
な
ま
る
市
場
」
を

整
備
し
、
植
栽
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
な
ど
、
物

産
店
舗
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
観
光
と
環
境
を
結
び
つ
け
た
新
た
な

拠
点
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
環
境
に
配
慮
し
維

持
管
理
費
の
節
減
を
目
指
し
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
を
進
め
ま
す
。

目
指
す
は
南
房
総
の
「
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」

事
業
者
は
、「
南
房
総
市
の
お
い
し
さ
を
あ
な
た
に
伝
え
た
い
」
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
農
産
物
直
売
所
を
は
じ
め
、
主
に
地
元
の

食
材
を
使
用
し
た
加
工
品
の
販
売
に
取
り
組
み
、
若
者
か
ら
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
層
の
人
が
楽
し
め
る
南
房
総
の
「
食
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
内
で
は
、
多
種
多
様
の
花
卉
、
採
れ
た
て
で
鮮
度
の
良
い
農

産
物
、
ビ
ワ
や
落
花
生
を
使
用
し
た
房
総
み
や
げ
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ

ー
ジ
、
地
ビ
ー
ル
、
く
じ
ら
の
加
工
品
、
海
産
乾
物
や
食
卓
調
味
料

の
ほ
か
、
県
内
の
し
ょ
う
油
の
味
や
香
り
を
楽
し
む
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

今
後
、
南
房
総
の
「
食
材
発
信
基
地
」
と
し
て
、
地
域
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
の
「
安
ら
げ
る
場
」
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

道の駅ローズマリー公園 
　　　　　　　　リニューアルオープン 

11月15日（木）道の駅ローズマリー 
公園内に“食のテーマパーク”「はなまる 

市場」がグランドオープン 

～スマートリゾートの推進推進に向けて～ 
道の駅ローズマリー公園 
　　　　リニューアルオープン 

～スマートリゾートの推進に向けて～ 

はなまる市場イメージ図

リニューアルオープンする道の駅ローズマリー公園配置図

新設・駐車場

34台駐車可

新設　はなまる市場

植栽ﾘﾆｭｰｱﾙ

多年草の草木

観光プロモーション課
蕁 33－1091

問
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11月7日
貉 

OPEN

道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！

道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！ 

ワ
　
　
　
　

ワ
　
　
　
　 

オ 
道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！ 

ワ
　
　
　
　 

オ 

32012年11月号

旧
和
田
町
役
場
跡
地
に
建
設
を
進
め
て

き
た
道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
が
、
11

月
７
日
（
水
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
施
設
は
、「
海
と
花
と
ク
ジ
ラ
の
街

に
日
本
で
一
番
新
し
い
道
の
駅
」
と
し
て
、

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

■
利
用
者
に
や
さ
し
い
施
設

24
時
間
ト
イ
レ
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

全
ト
イ
レ
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
、
お

む
つ
交
換
台
設
置
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
ト

イ
レ
も
あ
り
ま
す
。

道
の
駅
に
隣
接
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
３
階
は
、
津
波
発
生
時
の
緊
急
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
振
興
拠
点
と
地
域
交
流
拠
点
の

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て

い
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
捕
鯨
や
花

づ
く
り
な
ど
の
資
料
展
示
を
行
い
、
地
域

の
産
業
や
文
化
を
学
べ
ま
す
。

「
に
ぎ
わ
い
ラ
ウ
ン
ジ
」
で
は
、
高
齢

者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

喫
茶
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

■
「
食
べ
る
道
の
駅
」

地
元
農
水
産
品
を
扱
う
直
売
所
や
、
食

事
処
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
関
東
唯
一
の

捕
鯨
基
地
が
あ
る

和
田
浦
の
食
文
化

「
く
じ
ら
料
理
」
を

筆
頭
に
、
郷
土
愛

あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ

ー
を
多
数
提
供
し

ま
す
。

■
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
ジ
ェ
ラ
ー
ト

地
元
産
の
ハ
チ
ミ
ツ
と
ミ
ル
ク
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
「
ハ
チ
ミ
ツ
と
ミ
ル
ク
の
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
と
有
名
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」
の

奥
田
政
行
シ
ェ
フ
の
全
面
協
力
の
も
と
、

千
葉
県
産
食
材
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の

「
落
花
生
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
を
提
供
し
ま
す
。

■
「
た
べ
あ
る
く
じ
ら
」
体
験
交
流
の
拠
点

道
の
駅
施
設
を
拠
点
と
し
て
、
花
嫁
街

道
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
環
境
省
の
快
水

浴
場
百
選
に
選
ば
れ
た
和
田
浦
海
水
浴
場

な
ど
、「
食
べ
て
」「
ま
ち
に
繰
り
出
し
」

「
出
会
い
・
発
見
」
し
な
が
ら
、
丸
一
日
、

半
日
、
数
時
間
の

ん
び
り
散
策
し
南

房
総
（
和
田
）
を

満
喫
し
ま
せ
ん

か
。

市
民
協
働
課

蕁
33
―
１
０
０
５

和
田
地
域
拠
点
施
設
整
備
推
進
室

蕁
47
―
３
１
１
１

問

道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ

ワ

・
Ｏオ

！

オ
ー
プ
ン

施
設
の
見
ど
こ
ろ
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新しい住所と電話番号  
新住所　 
〒295－8601　 
　　　南房総市千倉町瀬戸2296番地6

朝夷行政センター 

市民協働課 千倉協働推進室 

水道部 水道課 

　地域市民福祉グループ・地域事業グループ 
　電話番号　　44－1111 
　ファクス　　40－1013 
※電話番号、ファクス番号は変更ありません｡ 
 

　電話番号　　44－1113 
　ファクス　　40－1013 
※電話番号、ファクス番号は変更ありません｡ 

　電話番号　　44－4611 
　ファクス　　44－4613 
◎水道お客さまセンター 

　電話番号　　44－5959 
内容：料金・検針・その他手続きに関すること 
対象地区：富山、白浜、千倉、丸山、和田地区　 
※水道お客さまセンターの事務は、南房総市水 
　道料金徴収事務受託者が行います。 

ご く ご く  

至  館山市 

至  白浜方面 

セブンイレブン 

JA千倉支店 

至  和田・鴨川方面 

国道410号 

至  JR千倉駅 

館山警察署 
千倉幹部交番 

千倉保健センター 

図書館 

朝夷行政 
センター 

出入口 

 

多目的 
トイレ 

トイレ 
（女子） 

トイレ 
（男子） 

千倉協働 
推進室 

会議室 
総務係 
工務係 

水道お客さまセンター 

地域市民福祉グループ 
地域事業グループ 

水 道 部  
水 道 課  朝夷行政センター 

12
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
新
庁
舎

で
行
い
ま
す
。

水
道
部
は
丸
山
分
庁
舎
か
ら
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
住

所
と
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
住
所
と
電
話
番
号
は
次

地
内
で
は
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事

を
行
い
ま
す
。
来
庁
の
際
は
、
工

事
車
両
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

行
政
改
革
推
進
室

蕁
33
―
１
０
３
１

問

の
と
お
り
で
す
。

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
水
道
部

水
道
課
の
業
務
内
容
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
市
営
水
道
に
関
す
る
手
続

き
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
敷

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
新
庁
舎

12
月
3
日(

月)

業
務
開
始

朝夷行政センター新庁舎の配置図 (１階）
※２階には会議室があります。

朝夷行政センターの案内図
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毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
行
っ
て
い
る

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
申
告
と
確
定
申

告
の
受
付
は
、
富
浦
地
区
と
千
倉
地
区
以

外
の
５
地
区
（
富
山
・
三
芳
・
白
浜
・
丸

山
・
和
田
）
の
受
付
日
数
を
短
縮
し
、
巡

回
し
ま
す
。

下
表
の
と
お
り
、
一
部
の
地
区
で
は
受

付
会
場
も
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
地
区
割
は
、
広
報
紙
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
点

会
場
は
１
日
４
会
場
に

①
富
浦
②
千
倉
③
富
山
・
三
芳
・
白

浜
で
巡
回
④
丸
山
・
和
田
で
巡
回

受
付
日
数
を
地
区
に
よ
り
短
縮

受
付
日
数
は
、
三
芳
は
６
日
間
、
富

山
・
白
浜
は
７
日
間
、
丸
山
・
和
田
は

10
日
間
に
短
縮
し
ま
す
。
富
浦
・
千
倉

は
20
日
間
で
従
前
ど
お
り
で
す
。

受
付
窓
口
数
の
増
設

受
付
窓
口
数
は
、
千
倉
・
富
山
・
三

芳
・
白
浜
は
６
か
所
、
丸
山
・
和
田
は

５
か
所
に
増
設
し
ま
す
。
富
浦
は
３
か

所
で
従
前
ど
お
り
で
す
。

※
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、
対
象
地
区
以

外
の
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

税
務
課
　
蕁
33
│
１
０
２
３

問 住
民
税
申
告
・
確
定
申
告
の
受
付
が
一
部
変
わ
り
ま
す

受
付
会
場
を
１
日
７
会
場
か
ら
４
会
場
に

地区 
変更後 変更前（前回の申告時） 

1日の 
設置数 

1日の 
設置数 会場名 会場名 受付 

日数 
窓口 
数 

受付 
日数 

窓口 
数 

富浦 

富山 

三芳 

白浜 

千倉 

丸山 

和田 

市役所　別館１ 

富山公民館 

三芳保健福祉センター 

白浜地域センター 

朝夷行政センター 

丸山公民館 

和田コミュニティセンター 

１ 

 

  

 

１ 
 

 

20 

7 

6 

7 

20 

10 

10

3 

6 

6 

6 

6 

5 

5

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20

3 

3 

3 

3 

5 

3 

3

市役所　別館１ 

旧富山支所 

三芳農村環境改善センター 

旧白浜支所 

旧千倉支所 

丸山公民館 

和田コミュニティセンター 

（巡回） 
１ 

（巡回） 
１ 

本年5月の国民健康保険加入者の受診内容 

病気にならないように、食生活・運動など生活習慣に気をつけよう！ 

　市の国民健康保険に加入
している人が、どのような
病気で医療機関にかかって
いるのかを調べました｡ 

　本年5月の1か月分の病気の
傾向は、高血圧や脳血管障害
などの循環器系疾患が21％を
占め、糖尿病などの内分泌、
栄養・代謝疾患が11％となっ
ており、生活習慣病が病気の
多くを占めています｡ 
　循環器系疾患では、受診さ
れた1人あたり平均医療費が
21,800円、内分泌、栄養・代
謝疾患が1人あたり平均18,000
円かかっており、5月の総医
療費は、3億6,600万円でした｡ 

　メタボの原因は、食べ過ぎ、
飲み過ぎ、運動不足、喫煙な
ど、ふだんの生活習慣の積み
重ねです｡ 
　メタボは、内臓脂肪型肥満
をベースに、血圧高値、脂質
異常、高血糖のうち2つ以上
を併発している状態です｡ 
　脱メタボ志向生活に心がけ
てください｡ 
　メタボ発見と予防・改善を
目的として、40歳以上を対象
に「特定健診」を毎年行って
います｡ 
　必ず受診しましょう 

生活習慣病にならないよう 
毎日の生活習慣を 
　　　　　見直しましょう 

メタボリックシンドローム 
にご用心！ 

保険年金課 
蕁 33－1060

問 

総医療費　3億6,600万円 
診療件数　14,311 件 

（被保険者数　16,679人） 
　　　受診率　85.8％ 

 

平成24年5月診療分 

 
    
 

循環器系疾患循環器系疾患 
3,0003,000件 

21% 21% 
1件あたり件あたり 
　21,80021,800円 

循環器系疾患 
3,000件 

21% 
1件あたり 
　21,800円 

歯・歯の支持歯・歯の支持 
組織障害組織障害 
2,4512,451件 
17% 17% 
1件あたり件あたり 
13,70013,700円 

歯・歯の支持 
組織障害 
2,451件 
17% 
1件あたり 
13,700円 

内分泌・栄養、 
代謝疾患,  
1,607件 
11% 
1件あたり 
18,000円 

筋骨格系・ 
結合組織疾患 
1,262件 
9% 
1件あたり 
20,000円 

眼・付属器 
疾患 
971件 
7% 
1件あたり 
10,100円 

呼吸器系疾患呼吸器系疾患 
867867件 
6％ 
1件あたり件あたり 
17,10017,100円 

呼吸器系疾患 
867件 
6％ 
1件あたり 
17,100円 

その他その他 
4,1534,153件 
29%29%

その他 
4,153件 
29%



6 2012年11月号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
豊
か
に
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
か
、

そ
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
日
本
中
、
は
た
ま
た
世
界
中
の

人
々
と
の
交
流
が
可
能
に
な
り
、
交
友
範

囲
が
広
が
り
ま
す
。

何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

き
っ
か
け
や
実
際
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
有

意
義
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
情
報
も
簡
単

に
手
に
入
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
知
恵
が
瞬
時
に
検
索
で
き

る
の
で
、
き
っ
と
生
活
が
便
利
に
な
る
で

し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
便
利
さ
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
と
、
グ

ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
な
ど
の
検
索
サ
ー
ビ
ス

か
ら
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
言
葉
を
入
力
し
、
検
索
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
料
理
の
レ
シ
ピ
（
料
理
法
）

が
知
り
た
い
場
合
は
、
検
索
画
面
に
「
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ
」
と
入
力
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
の
レ
シ
ピ
が

検
索
で
き
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
で
で
き

そ
う
な
レ
シ
ピ
を
選
び
、
そ
の
と
お
り
に

作
る
だ
け
で
す
。

ほ
か
に
、
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
、
ス

ポ
ー
ツ
、
地
図
、
株
式
、
趣
味
、
グ
ル
メ
、

映
画
な
ど
何
で
も
調
べ
ら
れ
ま
す
。

検
索
画
面
に
「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

○
○
（
商
品
名
を
こ
こ
へ
）」
で
入
力
す

る
と
い
ろ
い
ろ
な
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
（
ネ

ッ
ト
上
の
お
店
）
が
出
て
く
る
の
で
、
自

分
で
選
ん
で
注
文
し
ま
す
。
注
文
の
仕
方

は
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
届
け
先
や
支

払
い
方
法
な
ど
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
完
了
す
る
と
、
品
物
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物

は
、
現
物
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
信
頼

で
き
る
お
店
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

旅
行
に
行
く
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
目
的
地
の
天
候
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
の
情

報
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
飛
行
機
や
鉄

道
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
自
分
の

好
み
や
予
算
に
応
じ
て
、
手
軽
に
予
約
で

き
ま
す
。

遠
く
に
い
る
家
族
や
友
人
と
電
子
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
な
ど
を
添
付
し
て

送
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
写

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
活
を
楽
し
も
う
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

ヤフ－ホームページより

グ－グルホームページより

言葉を入力し、検索ボタンを押すだけで、
さまざまな情報が入手できます。

クックパッドホームページより

何
で
も
調
べ
ら
れ
ま
す
　

家
に
い
な
が
ら
買
い
物
が
で
き
ま
す

充
実
し
た
旅
行
を
計
画
で
き
ま
す

電
子
メ
ー
ル
が
利
用
で
き
ま
す



ウ
イ
ル
ス
対
策
が
万
全
で
な
い
と
、
個

人
情
報
が
盗
ま
れ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
パ
ソ
コ
ン
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
場

合
に
は
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
何
か
月
間
は

ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
が
使
用
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
購
入
先
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
し
て
利
用
す

る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
国
民
の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
イ

ト
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
う
え
で
必
要
な

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
実
践
方
法
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
起
動
し
て
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
世
界
へ
お
入
り
く
だ
さ

い
。
楽
し
い
世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。

情
報
推
進
課
　

蕁
33
―
１
０
０
３

問
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市
内
に
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
全
域
に

敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
回
線
を
利
用
す

る
に
は
、
馴
染

な

じ

み
の
電
気
店
や
パ
ソ
コ
ン

購
入
店
な
ど
に
相
談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。光

回
線
を
利
用
す
る
に
は
、
光
回
線
使

用
料
が
か
か
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
プ

ラ
ン
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
少
な
い
人

や
こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
た

い
と
い
う
人
が
手
軽
な
料
金
で
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
専
用
線
や
電
話
回
線
を
通
じ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
に
接
続
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
る
の
が
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
す
。
光
回
線
使
用
料
の
ほ
か

に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
あ
り
、
新
規

加
入
特
典
も
あ
り
ま
す
。
料
金
や
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
選
び
の
判

断
材
料
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
蕁
０
１
２

０
―
１
１
６
―
１
１
６
）
や
電
気
店
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

「
フ
レ
ッ
ツ
光
ラ
イ
ト
」
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま

す
。
ラ
イ
ト
は
、
月
額
２
９
４
０
円
か
ら

の
二
段
階
定
額
料
金
制
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
頻
度
の
多
い

人
や
動
画
を
見
た
い
人
は
、
利
用
量
を
気

に
せ
ず
使
え
る
定
額
制
（
月
額
５
４
６
０

円
）
の
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
プ
ラ

ン
が
お
勧
め
で
す
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
蕁
０
１

２
０
―
２
２
０
―
６
８
３
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
イ

真
を
専
用
の
写
真
用
光
沢
紙
で
印
刷
す
れ

ば
、
保
存
用
の
写
真
に
も
な
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
接
続
す
る
と
、
ア

ン
テ
ナ
な
し
で
地
デ
ジ
が
見
ら
れ
る
「
フ

レ
ッ
ツ
テ
レ
ビ
」（
月
額
６
８
２
・
５
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
る
に
は
…
…

回
線
の
引
き
込
み
工
事
が
必
要
で
す

ウ
イ
ル
ス
対
策
が
必
要
で
す

オ
プ
シ
ョ
ン
で
テ
レ
ビ
や
電
話
も

利
用
で
き
ま
す

自
分
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
を
選
び
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
通
信
回

線
を
提
供
す
る
業
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
）
と
の
契
約
が
必
要
で
す

フレッツ光ライト月額利用料のイメージ
（NTTホームページより）

〜
）
や
、
通
話
料
金
の
安
い
「
ひ
か
り
電

話
」（
月
額
５
２
５
円
〜
）
が
利
用
で
き

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
知

り
た
い
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と
に
応
え

て
く
れ
て
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
利
用
の

仕
方
は
、
無
限
で
す
。

安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に



今
回
の
通
学
路
点
検
で
は
、
小
学
校
12
校
か
ら
49
か
所
の
対
策

要
望
か
所
（
危
険
か
所
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
現
地
を
確
認
し
た
結
果
、
緊
急
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
24
か
所
に
つ
い
て
合
同
点
検
を
実
施
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注

意
を
呼
び
か
け
る
標
識
や
看
板
の
設
置
、
路
面
標
示

の
整
備
や
、
交
通
量
の
多
い
道
路
に
横
断
旗
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
は
車
道
に
建
物
が
迫
っ
て
い
る
場
所
も
多
く
、

対
策
が
難
し
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
再
確
認
し
、
学
校
で
登
下
校
中
の
指
導
や
、
交
通

安
全
教
育
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

家
庭
で
も
、
通
学
路
の
危
険
な
場
所
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
登
下
校
方
法
を
確
認
し
た
り
、
子
ど
も
た

ち
が
出
か
け
る
際
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

子
ど
も
た
ち
に
「
交
通
安
全
の
ひ
と
こ
え
」
を
か
け

た
り
し
ま
し
ょ
う
。

登
下
校
時
の
安
全
運
転
・
思
い
や
り
運
転
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

8 2012年11月号　

教
育
委
員
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
、
学
校
・
保
護
者
・
館
山
警
察

署
・
千
葉
国
道
事
務
所
・
県
土
木
事
務
所
・
市
建
設
課
・
市
消
防
防
災

課
な
ど
と
連
携
し
、
通
学
路
の
合
同
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
小
学
校
通
学
路
危
険
か
所
24
か
所
を
合
同
点
検

安
全
運
転
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

富山小学校 

白鳩保育園 

卍 

外側線検討 

歩道が狭い 

交通安全指導実施 

至　富山小学校 
市部 

交差点 

至　富浦 

歩道が狭い 

国
道
１
２
７
号 

富山地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

③ 

県道富山丸山線（踏切～正門） 

市部交差点付近 

県道富山丸山線と市部バイパス交差点 

外側線を検討 

児童に対して交通安全指導を行う 

駐在所員が立って安全を見守ることを要望 

児童が横断 

交通安全指導実施 

至　鋸南町 

交通量が多い 
車の速度が速い 

富楽里 

至　平群 至　富山小学校 

③　県道富山丸山線と市部バイパス交差点

①　県道富山丸山線（踏切～正門）

②　市部交差点付近

教
育
総
務
課
　
蕁
46
―
２
９
６
１

問



2012年11月号　 9

至　館山 

  

路面標示検討 

至　富山 

 

②　国道127号 
　　（南無谷地区） 

③　国道127号 
　　（豊岡地区） 

③　国道127号 
　　（原岡地区） 

交通量が多い 
歩道が狭い 
車の速度が速い 

拡幅工事検討 

拡幅工事中 

路面標示検討 

 

国
道
１
２
７
号 

伊藤商店 

④　商工会前 富
浦
小 歩道が狭い 

児童が横断 
 

至　富山 

至　館山 
 

至　富浦ＩＣ 

左折車が多い 
横断注意 

国
道
１
２
７
号 

館山バイパス 

南
無
谷
ト
ン
ネ
ル 

坂
下 

ト
ン
ネ
ル 

久
保 

ト
ン
ネ
ル 

逢
島 

ト
ン
ネ
ル 

商工会 

交通安全指導実施 

富浦地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

 

 

④ 

国道127号・館山バイパス連結地点 

国道127号（南無谷地区） 

国道127号（豊岡地区） 

国道127号（原岡地区） 

市道富浦1号線（商工会付近） 

児童に対して交通安全指導を行う 

路面標示を検討 

拡幅工事検討（豊岡地区） 

拡幅工事中（原岡地区） 

路面標示を検討 

③ 

 

①　国道127号・バイパス連結地点

市道富浦1号線（商工会付近）の合同点検の様子



10 2012年11月号　

三芳地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

市道三芳3号線（三芳トンネル） 

県道和田丸山館山線 
（中村ガソリンスタンド付近） 

県道和田丸山館山線 
（横峰橋～三芳中） 

県道富津館山線に入る農道 

県道富津館山線 
「きよっぱち」付近 

消灯している照明を点灯　路面標示を検討 

児童に対して交通安全指導を行う 
拡幅改良・バス停ありの路面表示を検討 

児童に対し原則右側通行を指導 
通行旗入れ設置3か所、通行旗30本設置 

看板設置を検討 

信号機に係る交通量などの調査を検討 
設置できない場合は、減速させる工夫を検討 

トンネル照明点灯・路面標示検討 

至　丸山 至　三芳 三芳トンネル 

①　市道三芳3号線（三芳トンネル） 

拡幅工事・バス停標示検討 

 

至　三芳 至　丸山 

道幅が細い 
カーブが続く 

中村GS

スクールバス 
乗り場 

②　県道和田丸山館山線（中村ガソリンスタンド付近） 

③　県道和田丸山館山線（横峰橋～三芳中） 

トンネル内が暗い 
車の速度が速い 

至　富山 

至　館山 

三芳病院 

至　館山 

三芳中 

④　県道富津館山線に④　県道富津館山線に 
　　入る農道　　入る農道 

⑤　県道富津館山線⑤　県道富津館山線 
　　「きよっぱち」付近　　「きよっぱち」付近 

④　県道富津館山線に 
　　入る農道 

⑤　県道富津館山線 
　　「きよっぱち」付近 

看板設置決定 

信号機設置依頼 

見通しが悪い 
歩行児童あり 

新しい道が開通 
交通量が多い 
車の速度が速い 

き
よ
っ
ぱ
ち 

横断旗設置 平
久
里
川 

交通量が多い 
車の速度が速い 

歩道が狭い 

至　三芳中 至　那古交差点 

〒 

横峰橋付近に設置した横断旗

横峰橋付近の合同点検の様子



2012年11月号　 11

白浜地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

③ 

市道白浜4号線 
（高木庄作商店～長十郎前） 

市道白浜4号線 
（和穎医院付近） 

農道 
（白浜町白浜4156付近交差点） 

路面標示を検討 

路面標示を検討 

看板設置を検討 

丸山地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

国道410号 
（田中建設～安馬谷交差点） 

外側線を検討　　 
減速表示を検討　用地があれば拡幅を検討 

減速マークの再表示を検討　カーブ内の歩道の検討 
看板設置を検討 県道富山丸山線と国道410号の交差点 

至　長尾 

至　長尾 

至　白浜小 

至　千倉 

①　市道白浜4号線（高木庄作商店～長十郎前） 

 

②　市道白浜4号線（和穎医院付近） 

②　県道富山丸山線と国道410号の交差点 

③　農道（白浜町白浜4156付近交差点） 

①　国道410号 
　 （田中建設～安馬谷交差点） 
 

至　館山 

カーブが続く 
見通しが悪い 
歩道が狭い 
 

道幅が狭い 
カーブが続く 
見通しが悪い 

路面標示検討 

JA白浜支店 

高木庄作商店 
JA白浜支店 

看板設置検討 

道幅が狭い 
見通しが悪い 

道幅が狭い 
見通しが悪い 

路面標示検討 

早川青果店 

至　千倉 至　長尾 

和穎医院 

至　海岸 

児童が横断 
見通しが悪い 

拡張工事検討 

至　大井 お菓子 
おおかわ 

至　丸小 

畑 

至　安馬谷交差点 

至　千倉 

第5分団 
詰所 

歩道が狭い 

道幅が狭い 
見通しが悪い 

交通量が多い 
変則的な交差点 

再標示・路側帯整備検討 

わ がい 
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千倉地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

千倉大橋公園からと国道410号 
の交差点付近　（標識） 

国道410号（白間津285番地付近） 
　　　　　　（ガードレール） 

国道410号セブンイレブン前横 
断歩道 

児童に対して交通安全指導を行う 

市道千倉6号線小学校西門から 
瀬戸交差点までの道路 

県道館山千倉線（青果市場前生垣） 
　　　　　　　　　【図省略】 

路側帯整備の検討 

児童に対して交通安全指導を行う　 
剪定を要望中 

信号機設置を引き続き要望　看板の設置を検討 
児童に対して交通安全指導を行う 

標識の移設を検討 
児童に対して左側通行を指導 

和田地区 
危険か所 対応策 

① 

② 

国道128号線（真浦～和田） 

市道和田１号線 

外側線引き直しを検討 

看板設置を検討 

 

標識の移設検討 

至　七浦小 交通量が多い 
歩道が狭い 
標識が妨害 

山 
海 

千倉大橋公園 

至　白浜 

①　千倉大橋公園からの道と国道410号の交差点付近（標識） ②　国道410号白間津285番地付近（ガードレール） 

交通安全指導実施 

交通量が多い 
歩道が狭い 
ガードレールが妨害 

至　七浦小 釣り船　海正丸 
（お食事処いくみ） 

至　白浜 

交通安全指導実施 

至　千倉橋脇交差点 

至　白浜 

③　国道410号セブンイレブン前横断歩道 ④　市道千倉6号線小学校西門から瀬戸交差点までの道路 

路側帯整備検討 

健田小学校 

至　瀬戸交差点 

交通量が多い 
道路が狭い 
側溝にフタがない 

魚拓荘 

セブンイレブン 

交通量が多い 
児童が横断 
見通しが悪い 

外側線再標示検討 

看板設置検討 

千葉銀行 

至 

和
田 

至  南三原 

和田漁港 

①　国道128号（真浦～和田） ②　市道和田1号線 

交通量が多い 
カーブ 
歩道が狭い 

道幅が狭い 
カーブが続く 
高低差あり 

至　鴨川 

卍 

うな陣 

至　和田浦駅 

至　白間津港 

せんてい 
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カ
ナ
ダ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
も
の
、
耳
に
す

る
も
の
、
体
で
感
じ
る
風
ま
で
も
新
鮮
に

感
じ
、
毎
日
が
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の
連

続
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
平
日
は
語

学
学
校
に
通
い
、
英
語
圏
以
外
か
ら
参
加

し
た
ほ
か
の
国
の
人
た
ち
と
勉
強
し
ま
し

た
。た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
初
め
て

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
で
き
ま

し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
じ
め
に
感
じ
た
こ
と
は
、

時
間
に
ル
ー
ズ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
バ
ス
は
10
分
、
15
分
遅
れ
て
く
る
。

待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
、
ま
だ
家
で
準
備

を
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は
、
常
に
５
分
前

行
動
を
心
掛
け
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
の

一
週
間
は
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ナ
ダ
時
間
」

安
房
西
高
校
３
年
　

池
田
　
瞳
奈
乃
さ
ん

と
い
う
も
の
を
理
解
で
き
ず
に
、
非
常
に

嫌
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
見
方
を
変
え
る
と
、
カ
ナ
ダ

の
人
た
ち
は
、
心
に
余
裕
が
あ
り
、
細
か

な
こ
と
は
気
に
し
な
い
、
お
お
ら
か
な
人

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

私
が
一
番
困
っ
た
こ
と
は
「N

O
,

TH
AN

K
YO

U

」
と
言
え
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。「
〜
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
わ
れ
た

と
き
、
私
は
ふ
だ
ん
日
本
で
「
NO=

嫌
だ
」

と
い
う
言
葉
を
言
う
習
慣
が
な
い
の
で
、

「
結
構
で
す
、
大
丈
夫
」
と
い
う
意
味
で

「
OK
」
と
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
NO
」

な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「N
O

,T
H

A
N

K
Y
O

U

」
と
言
う
と
、

相
手
の
好
意
に
対
し
て
す
ご
く
失
礼
な
気

が
し
て
い
た
の
で
、
日
本
人
的
な
婉
曲

え
ん
き
ょ
く

表

現
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
相
手
に
気

遣
い
し
て
遠
回
し
な
言
い
方
を
す
る
日
本

人
と
、
は
っ
き
り
と
物
を
言
う
外
国
人
と

の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
今
ま
で
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
違
う

と
い
う
「
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受

け
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
の

は
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
南
房
総
市
の

関
係
者
の
方
々
、
快
く
費
用
を
出
し
て
く

れ
た
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

７
月
27
日（
金
）か
ら
８
月
13
日（
月
）ま
で
、 

高
校
生
海
外
交
流
研
修
に
参
加
し
た
、池
田
瞳
奈
乃
さ
ん
の 

研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 



14 2012年11月号　

「
南
房
総
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終
審
査

会
が
、
10
月
14
日
（
日
）
に
三
芳
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
第
４
回
を
迎
え
、

市
内
の
小
中
学
生
を
含
む
個
人
・
グ
ル
ー

プ
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
は

１
２
４
作
品
。
書
類
審
査
で
上
位
12
作
品

を
選
出
し
、
最
終
審
査
の
結
果
、
落
合
菜

南
美
さ
ん
（
白
浜
中
１
年
）
の
「
サ
ン
ガ

の
櫃ひ

つ

ま
ぶ
し
丼
」
が
み
ご
と
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

「
ウ
ナ
ギ
の
価
格
が
高
い
た
め
、
郷
土

料
理
の
サ
ン
ガ
焼
き
を
ウ
ナ
ギ
の
代
わ
り

に
使
用
す
る
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
審

査
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
応
募
順
）

優
秀
賞

「
ほ
っ
ぺ
お
ち
る
丼
」
伊
藤
こ

は
な
（
富
浦
小
１
年
）、「
地
元
の
恵
み
て

ん
こ
盛
り
!!
南
房
総
満
腹
丼
」
吉
田
歩
音

（
丸
小
３
年
）、「
南
房
総
満
載
!!
ひ
じ
き

ご
飯
の
七
福
丼
」
小
柴
遼
太
郎
（
富
浦
中

２
年
）

審
査
員
特
別
賞

「
さ
ん
が
の
ふ
わ
ふ
わ

ト
ロ
ト
ロ
丼
」
小
池
彩
佳
（
白
浜
小
５
年
）、

「
マ
ー
ボ
ー
ひ
じ
き
丼
」
戸
倉
綾
希
（
富

山
小
４
年
）、「
花
畑
丼
ぶ
り
」
前
田
遥
香

（
富
山
小
５
年
）、「
ア
ジ
の
ひ
ま
わ
り
丼
」

吹
田
織
音
（
丸
小
６
年
）、「
わ
か
め
と
サ

ザ
エ
の
か
き
あ
げ
ど
ん
ぶ
り
」
柴
山
岳

（
富
浦
中
１
年
）、「
三
芳
と
ろ
ぶ
た
の
塩

こ
う
じ
丼
　
夏
野
菜
添
え
」
山
田
彩
夢

（
富
浦
中
１
年
）、「
ア
ジ
の
タ
タ
キ
と
ね

ば
ね
ば
４
色
丼
」
能
条
結
依
（
富
浦
中
３

年
）、「
ま
ほ
ろ
ば
ポ
ー
ク
の
塩
こ
う
じ
豚

丼
」
中
野
海
斗
（
富
浦
中
３
年
）

「
１
２
４
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作

受
賞
コ
メ
ン
ト

今
回
は
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

「
南
房
総
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
サ

ン
ガ
か
な
」
と
い
う
私
の
一
言
か
ら
、

父
や
母
、
祖
父
と
祖
母
み
ん
な
で
い
ろ

い
ろ
と
考
え
て
作
っ
た
レ
シ
ピ
で
し

た
。父

の
「
ウ
ナ
ギ
の
櫃ひ

つ

ま
ぶ
し
が
お
い

し
か
っ
た
」
と
い
う
話
か
ら
、「
同
じ

よ
う
に
何
通
り
か
の
食
べ
方
が
で
き
た

ら
い
い
ね
」「
サ
ン
ガ
も
青
じ
そ
で
は

な
く
、
の
り
を
使
っ
て
ウ
ナ
ギ
に
似
せ

た
ら
お
も
し
ろ
い
か
も
」「
卵
の
黄
色

が
あ
る
と
き
れ
い
か
な
」
な
ど
、
何
回

も
試
し
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

品
だ
け
あ
り
、
ど
れ
も
大
変
す
ば
ら
し
い

味
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
料
理
を
飲
食
店
で

活
用
で
き
な
い
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
、
青
木
正
孝
審
査
委
員
長
（
千

倉
町
料
理
飲
食
店
組
合
）
か
ら
コ
ン
テ
ス

ト
の
総
評
が
あ
り
ま
し
た
。

今
月
号
か
ら
入
賞
作
品
の
レ
シ
ピ
を
連

載
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

レ
シ
ピ
の
商
品
化
を
支
援
す
る
た
め
、

メ
ニ
ュ
ー
開
発
費
な
ど
に
補
助
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
資
源
再
生
課
　

蕁
33
│
１
０
７
３

問

南
房
総
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
南
房
総
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

料理コンテスト表彰式の様子

最優秀賞　落合菜南美さん
「サンガの櫃

ひつ

まぶし丼」
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地産地消運動2012の 
料理コンテスト 
入賞作品です 

南房総食材使用 

～料理コンテスト入賞作品～ 第1回 
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総 
食材使用 

落合 菜南美さん　（白浜中学校１年）

材料（4人分）
アジ 4～6尾、ネギ 1/2本、しょうが 1片、みそ 中さじ2程度、のり
1.5枚、油 適量、だし汁（かつおぶしでとったもの）600cc、塩・しょ
う油・みりん・ご飯・金糸卵 適量
≪薬味≫ネギ・三つ葉・みょうが・塩もみきゅうりなど　適量

最優秀賞作品「サンガの櫃
ひつ

まぶし丼」

作り方
①　アジを三枚におろし、皮をむき粗くたたき、しょうが・ネギを粗くきざんでアジとあわせてみそを入れてたた

き、アジのなめろうを作る。
②　のり1.5枚を9等分の大きさにして、片面になめろうをつける（このとき、なめろうの真ん中に包丁の背など

でスジをつけておくとウナギ風になる）。フライパンに油を入れて熱し、なめろうがついている方を焼いてか
ら、のりがついている方を焼く。焼けたら千切りに切る。

③　だし汁にしょう油を入れ、塩とみりんで味を調えてつゆを作る。ご飯に金糸卵を散らして切ったサンガをのせ、
薬味とつゆを添えてできあがり。
冬は温かいつゆにしたり、暑い時期は冷たいつゆにみょうがや塩もみきゅうりを添えるとおいしい。
魚の臭みが苦手な人は、ウナギのタレをかけてもいい。

材料（4人分）
≪ひじきご飯≫米　2合、ひじき（乾） 3g、し
ょう油　小さじ1、みりん　小さじ2、白ゴマ　
小さじ1
≪アジハンバーグ≫アジ（三枚おろし） 4尾分、
しょうが　2g、青じそ　2枚、ネギ　20g、
みそ　大さじ1、卵黄　1個分
≪飾り≫にんじん　40g、しめじ　30g、砂糖
小さじ1、しょう油　小さじ1/2、ミニトマト　4
個、きゅうり　20g、うずら卵　4個、黒ゴマ
8粒

優秀賞作品

「ほっぺおちる丼」

作り方
①　乾燥ひじきを戻し、調味料とあわせて米を炊く。
②　にんじんを型抜きし、しめじと調味料で煮る。

きゅうりを皮むき器でスライスする。うずら卵
でひよこを作る（口の部分は切れ込みを入れ、
目は黒ゴマで作る）。ミニトマトはヘタを取る。

③　アジのハンバーグは、しょうが・しそ・ネギを
みじん切りにする（Ａ）。三枚におろしたアジを
たたく（Ｂ）。

④　ＡとＢ、みそ、卵黄をあわせ、粘りがでるまで
混ぜる。型を整えて両面を焼く。うつわに盛り
つけて、できあがり。

伊藤　こはなさん
（富浦小学校1年）

材料（4人分）
アジ（大）4尾、ズッキーニ　1本から1本半、
パプリカ　2から3個、サツマイモ（2㎜輪切り）20枚、
レンコン（2㎜輪切り） 20枚、エビ　16尾、ニンニク
2片、しょうが　大さじ1、サニーレタス・かいわれ大根
適量、大豆（水煮）少量、ご飯　4人分、ゴマ　適量、
すし酢・スイートチリソース・マヨネーズ・オリーブ
油・しょう油・酒・片栗粉　適量

優秀賞作品

「地元の恵み
てんこ盛り!!
南房総満腹丼」

作り方
①　最初に酢飯を作り、ゴマを混ぜておく。
②　アジを三枚におろし、すりおろしたニンニク・しょう

が各大さじ1、しょう油・酒各大さじ3～5を合わせた
タレに10分程度漬け込む。

③　ズッキーニは3等分し、1㎝の厚さの長方形に切る。サ
ツマイモとレンコンは2㎜の厚さの輪切り、パプリカ
は大きめのサイコロ切り。

④　エビは皮をむいて、片栗粉をまぶし水で洗い、スジを
取る。酒をつけ、もみ込む。

⑤　ニンニクを薄切りにし、フライパンに油を2㎝程度そ
そぎ、ニンニクを揚げる。カラッと揚がったら取り出
し、サツマイモ・レンコンを素揚げする。アジの水気
を取り、片栗粉をまぶしてカラッと揚げる。

⑥　下ごしらえをした野菜とエビを塩水にくぐらせて水気
をふき、グリルパン（フライパン）で両面を焼いてき
れいな焦げ目をつける。

⑦　うつわに酢飯を盛り、材料をきれいに盛り付ける。ス
イートチリをかけ、お好みでマヨネーズをつける。

吉田　歩音さん
（丸小学校3年）
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環境ポスター・環境標語コンテスト
入賞者発表!!

―ご応募ありがとうございました―

環境ポスター
◆最優秀賞
◆特別賞　
市長賞
教育長賞
環境審議会長賞
◆優秀賞
4年生の部
5年生の部
6年生の部　　
◆優良賞

環境標語
◆最優秀賞

加藤　　海（富浦中1年）

「「他人がやる」 そう思わずに　自分から」

◆優秀賞

齊藤　　怜（千倉中2年）

「この自然　こわすも　守るも　1人から」

宇山　梨央（白浜中3年）

「青い海　みんなでつなごう　未来まで」

川闢 涼雅（富浦中2年）

「見ないふり　落ちてるゴミに　手を伸ばそう」

◆優良賞　

宮後　里彩（富浦中1年）

「今できること　みつけてやろう　自分から」

在原　ケイ（白浜中3年）

「はじめよう　地球にやさしい　まちづくり」

牧口　沙羅（丸山中2年）

「少しの資源　みんな集めたら　大きな資源」

鈴木　朱里（丸山中2年）

「エコ生活　南房総市民の　心がけ」

鈴木　海斗（千倉中3年）

「無駄使い　地球に与える　不快適」

小川　竜平（白浜小6年）

佐藤　　蓮（朝夷小4年）
豊藏ひかり（南　小4年）
小滝　真澄（三芳小4年）

吉田　　邁（南三原小4年）
顴永　慈元（健田小5年）
鈴木　亜希（富山小6年）

能重　暢世（富浦小5年）、白石　健太（富山小4年）
高原　彩希（三芳小5年）、闍木　淳登（白浜小6年）
新藤　俊介（七浦小5年）、笠貫　千夏（忽戸小4年）
闍橋　和泰（朝夷小5年）、三浦祥太郎（健田小4年）
栗原　圭梧（南　小6年）、川田　桜子（丸　小6年）
山脇　　光（和田小5年）、鈴木　寛大（南三原小4年）

環境ポスターと環境標語の入賞作品を各地区で展示します。力作をどうぞご覧ください。入賞作
品を掲載した「エコライフカレンダー2013年版」は、12月下旬から市役所本庁、朝夷行政センタ
ー、地域センターの窓口などで配布します。

環境ポスター・環境標語の巡回展示

環境ポスターと環境標語を募集したところ、ポスターは663点、標語は438点の応募がありました｡
ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました｡
入賞者は次のとおりです｡（敬称略）

地区 
 

和田 

丸山 

千倉 

白浜 

期 　　　間 場　 所 

11月　8日（木）～11月14日（水） 

11月15日（木）～11月21日（水） 

11月22日（木）～11月28日（水） 

11月29日（木）～12月　5日（水） 

12月　6日（木）～12月12日（水） 

12月13日（木）～12月19日（水） 

12月20日（木）～12月26日（水） 

和田地域センター 

丸山地域センター 

朝夷行政センター 

白浜地域センター 

地区 
 
三芳 

富山 

富浦 

期 　　　間 場　 所 

三芳農村環境改善センター 

富山地域センター 

とみうら元気倶楽部 

入賞者の皆さん（石井市長、上野副市長、
三幣教育長、青木環境審議会長と記念撮影）
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キムのつぶやき②

借
金
を
整
理
す
る
方
法
は
、
複
数
あ
り

ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
自
己
破
産
を

し
な
く
て
も
生
活
の
再
建
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
希
望

に
あ
っ
た
整
理
方
法
は
な
い
か
検
討
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
必
ず
何
ら
か
の
解
決
方
法

が
あ
る
は
ず
で
す
。

借
金
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
毎
月
安
定
し

た
収
入
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
利
息
制
限

法
に
基
づ
き
利
息
の
計
算
を
し
直
し
、
法

的
に
支
払
い
義
務
の
あ
る
借
金
を
返
済
し

て
い
く
任
意
整
理
や
特
定
調
停
と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。

借
金
が
あ
る
程
度
あ
る
が
、
自
己
破
産

に
抵
抗
が
あ
る
、
ま
た
は
、
家
や
車
な
ど

財
産
を
手
放
し
た
く
な
い
人
な
ど
は
、
個

人
再
生
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

多
額
の
借
金
を
抱
え
、
任
意
整
理
も
調

停
も
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
最
終
手
段
と

し
て
自
己
破
産
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
己
破
産
は
、
所
有
す
る
土
地
・
建
物
な

ど
の
資
産
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
破
産
が
宣
告
さ
れ
、
そ
の
後
免
責
が
決

定
さ
れ
る
と
、
借
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
滞
納
し
た
税
金
は
免
除
さ
れ

ど
う
す
る
？

多
重
債
務

消
費
生
活
相
談
窓
口

市
消
費
生
活
相
談

蕁
33
―
４
３
０
０

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お

知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

蕁
33
―
１
０
９
２

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

＊
日
曜
・
祝
祭
日
除
く

問
申

消
費
相
談
窓
口
か
ら
③

感謝祭
文・訳　Kimberly

キ ン バ リ ー

Miller
ミ ラ ー

アメリカ人にとって、11月は冬と「休日の季節」の
始まりです。休日の季節の最初の休日は感謝祭なので
すが、感謝祭は何のことか知っていますか?

感謝祭の初まりは植民地化の頃です。ヨーロッパの
開拓者は持っている食糧が冬の中旬まで過ごせるぐら
いしか持っていないと気付いたとき、
インディアンが種をくれて、釣りの仕
方を教えてくれました。そして、翌年
の収穫後、豊作の感謝を伝えるために
インディアンと開拓者が一緒に3日間
の宴をしました。

その宴が現在の感謝祭になって、毎
年の11月の4番目の木曜日、今年は11
月22日に行われます。感謝祭はアメリ
カでは珍しいことに家族のみんなが集まる日です。私
の場合、この日は父方の実家で早い食事をして次は母
方の実家で、2回目の食事をしていました。食事の際は
みんなで感謝の意を伝え、ターキーやクランベリーソ
ースなどを食べ過ぎるほど食べます。その後はカボチ
ャやリンゴのパイのデザートも食べます！

幸せな感謝祭を～

Thanksgiving

For Americans, the month of November marks the start of

winter, and the start of the holiday season! Do you know what

Thanksgiving, the first holiday of the season, is about? 

The first Thanksgiving was held during the American

colonization. When the European settlers realized that they only

had enough food to last half of the winter, the Native Americans

gave them seeds to grow crops, and taught

them how to f ish. Fol lowing the next

harvest season, a three day feast was held

between the Native Americans and the

settlers in celebration of the bountiful

harvest. 

This feast, now called Thanksgiving and

held on the fourth Thursday of November

every year, will this year be held on the

22nd. In America, Thanksgiving is one of

the few times of the year when the whole family gets together.

For me this means having an early dinner with my dad’s side of

the family and then going to visit my mom's side of the family for

a second dinner. During dinner everyone would give thanks, and

then we would all feast on things like turkey and cranberry sauce

until we were stuffed. Even then we would continue on to

dessert and have pumpkin and apple pie!

Have a happy Thanksgiving!

ま
せ
ん
。
手
続
き
は
弁
護
士
な
ど
に
依
頼

す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

近
年
、
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
返
済
の
た
め
に
借
金
す

る
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
借
金
一
本
化
」
や
「
無
料
相
談
」
と

称
し
て
手
数
料
を
請
求
す
る
業
者
も
い
る

の
で
、
依
頼
の
際
は
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

お
電
話

く
だ
さ
い

私（左端）と他のＡＬＴたちとの
感謝祭のお祝い（昨年撮影）
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のびのび子育てをするために
１　ダメダメ、というより子どもがのびのび遊べるように環境を整えましょう。

２　子どもが静かなときこそ要注意！何かいたずらをしていたり、ケガをしているかもしれません。

３　「まだまだできない」と油断は禁物。子どもは日々成長します。

４　２度ある事故は３度ある。子どもは「触ってみたい」と興味津々
しんしん

です。

５　よその家、慣れない場所では目を離さないようにしましょう。

子どもの事故の現状
子どもの死亡原因第1位は約40年間にわたり「不慮の事故」

となっています。現在も1歳から4歳児の死亡の原因の16.4％
（第2位）が不慮の事故によるものです。

（平成21年　人口動態統計より）

子どもの事故を防ごう年間に
約500人の

子ども（0歳～14歳）が
不慮の事故で
亡くなっています

子どもの発達と起こりやすい事故の例

おねんねの頃 

ねがえりの頃 

（生後０～５か月くらい） 

頭や手を動かせますが 
まだ自分では移動できません。 
大人の見守りが必要です。 

うつぶせ寝や布団 
での窒息 

カーペットによる 
低温やけど 熱いミルクでの 

やけど 

（生後４～５か月くらい） 

子どもはどんどん成長していきます。 
まだまだできないと思っていても、 
気がついたら寝返りしていたと 
いうこともあります。　 
危険な物のチェックは早めに 
次の次期の分まで済ませて 
おきましょう。 タバコや小さな 

ものの窒息 

ベッドやソファー 
からの転落 

まわりのものに 
ぶつかる 

おすわり 
はいはい 

わんぱく 
おてんば 

つかまりだち 

（生後７か月～１歳くらい） 

（生後１歳くらい～） 

（生後１歳半くらい～） 

はいはいする赤ちゃんの目線は 
予想以上に低いです。 
床や畳の上には危険な物を 
置いておかないように 
しましょう。 

子どもの目線の高さにあるものに 
注意しましょう。 
子どもは大人の触る物をよく 
見ています。 
保管する場所にも注意しましょう。 

行動する範囲が広がり、高いところも 
イスなどを使って上がります。 
危険な物の保管にはさらに 
注意をしましょう。 

浴槽や洗濯機での 
転落や溺れ 

ベランダなど 
からの転落 

道に出て車に 
ぶつかる 

道に出て車に 
ぶつかる 

行動が活発なため 
大事故になりやすい 海や川での溺れ 

ピーナッツなどの 
誤飲 

テーブルクロスを 
引っ張ったやけど 

階段、椅子からの転落 

花火の誤飲・やけど 

あるく 
はしる 

電気電気ポットによるやけど 電気ポットによるやけど 

アイロンによるやけど アイロンによるやけど 炊飯器炊飯器によるやけど 炊飯器によるやけど 

交通事故 



…
ご
出
身
は
？

東
京
都
台
東
区
根
岸
で
す
。
小

学
生
の
頃
は
、
寛
永
寺
境
内
や
谷

中
な
ど
で
野
球
を
や
っ
て
よ
く
遊

び
ま
し
た
。
臨
海
学
校
で
岩
井
海

岸
に
泳
ぎ
に
来
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
中
学
生
の
と
き
に
市
原
市

に
越
し
て
き
ま
し
た
。

…
子
ど
も
の
頃
か
ら
医
師
を

目
指
し
て
い
た
の
で
す
か
？

中
学
生
の
と
き
、
姉
の
看
護
学
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いつでも気軽に
相談、受診してください

富山国保病院　鈴木院長インタビュー
院長の鈴木孝徳さんに医師になったき
っかけや病院の方針などを伺いました。

市立富山国保病院
蕁 58－0301

問

南房総市立

富山国保病院から

校
入
学
や
自
分
を
か
わ
い
が
っ
て

く
れ
た
親
戚
の
お
ば
さ
ん
が
ガ
ン

に
な
り
徐
々
に
弱
っ
て
い
っ
て
亡

く
な
っ
た
経
験
が
、
医
師
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
で
す
。

…
富
山
国
保
病
院
で
診
察
方
針
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
何
で
も
気

軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
親
し
み
や
す
い
病
院
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
を
築
く
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
診
療

し
、
当
院
で
診
療
が
難
し
い
病
気

の
場
合
は
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。地

域
で
は
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
健

康
づ
く
り
や
寝
た
き

り
予
防
が
重
要
で

す
。
地
域
の
医
療
機

関
や
介
護
・
福
祉
施

設
と
の
連
携
に
努

め
、
在
宅
医
療
を
希

望
す
る
人
に
は
往
診

な
ど
を
行
い
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

11
月
17
日
（
土
）、
当
院
主
催

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
い
き

い
き
健
康
講
座
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
22
ペ
ー
ジ

に
紹
介
記
事
）。

…
最
後
に
趣
味
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

大
学
時
代
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
に
い
た
の
で
、
今
で
も
山

登
り
に
行
き
ま
す
。
国
保
病
院
か

ら
見
え
る
伊
予
ヶ
岳
が
一
番
好
き

で
す
。
料
理
は
と
き
ど
き
、
ア
ジ

の
さ
ん
が
焼
き
や
な
め
ろ
う
を
作

っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

検索 南房総市立富山国保病院 

クリック 

外来診療担当表

診療科名 月 火 水 木 金 受付 
時間 

内科・消化器科・ 
呼吸器科・外科・ 
肛門科 

循環器 
（要予約） 

整形外科 ※1 
(隔週金曜日） 

リハビリテー 
ション科 ※2

8:30 
～11:30

14:00 
～16:00 

14:00 
～16:00 

10:00 
～11:30

8:30 
～11:30

鈴木 
山倉 

山倉 
柴田 

鈴木 
柴田 

田中 

鈴木 
生津 

宗藤 

山倉 
生津 

 
鈴木 

なま  つ 

理学療法士 

むねとう 

※１　整形外科の診療日は、電話でご確認ください。
※２　午後は入院者用リハビリです。

【プロフィール】
昭和35年東京都生まれ。
自治医科大学医学部を卒業後、
鴨川国保病院、旭中央病院を
経て、平成3年3月に富山町国
保病院長、現在に至る。
診療科 内科・消化器内科。
専門医・資格 日本内科学会
総合内科専門医
趣味 山登り・料理・写真

暖房の季節に潜む危険………………

夜の冷え込みが身にしみる季節となってきま

した。ポットなどの熱いお湯がかかりそうにな

った、コタツや湯たんぽで皮膚が赤くなったな

ど、日常の身近な動作の中にやけどを引き起こ

す危険が潜んでいます。

もしやけどをしてしまったら、①とにかく冷

やす 流水で5～10分冷やします。あるいは氷

水で冷やしたタオルで冷やします。②受診する

広い範囲に水ぶくれができたり、皮膚が蒼白
そうはく

に

なっている場合、傷はガーゼや清潔なタオルを

あてて何も塗らず、水ぶくれは破らないように

して、急いで受診しましょう。

低温やけどは、体温より少し高めのものを皮

膚の同じ部分に長い時間触れていることで起こ

ります。湯タンポは寝る前に布団から取り出す

か、一定時間ごとに位置を変えましょう。電気

毛布やカーペットは低めの温度設定にし、長時

間の使用を避けましょう。

病 気 と 治 療 あ れ こ れ  病 気 と 治 療 あ れ こ れ  
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10
月
22
日
（
月
）、
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
10
人
の
委
員
に
石

井
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
９
月
ま
で
で
す
。

委
嘱
の
あ
と
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会

長
に
鈴
木
孝
雄
委
員
、
副
会
長
に
大
和
田

愼
一
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
行
政
改
革
推
進

計
画
の
進
捗
管
理
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
洋
子
、
金
木
久
代
、
大
和
田
愼
一
、

八
代
弘
樹
、
黒
川
　
操
、
鈴
木
孝
雄
、

吉
田
弥
一
、
栗
原
保
博
、
渡
駮
富
夫
、

鈴
木
健
史

９
月
29
日
（
土
）、
安
房
農
協
本
店
で

「
第
13
回
安
房
郡
市
乳
牛
共
進
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
共
進
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

50
頭
の
中
か
ら
、
年
齢
や
出
産
経
験
の
有

無
に
よ
り
８
部
門
に
分
け
て
審
査
が
行
わ

れ
、
第
７
部
優
等
賞
の
佐
野
雄
一
郎
さ
ん

の
レ
ー
プ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・

フ
ォ
ル
テ
シ
モ
・
ET
が
名
誉
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
乳
牛
の
中
で
、

市
か
ら
は
５
頭
が
県
乳
牛
共
進
会
に
出
場

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
２
頭
は
受
精
卵
移
植

に
よ
る
事
業
を
活
用
し
て
産
ま
れ
た
乳
牛

で
す
。

各
部
の
県
共
進
会
出
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

１
部

優
等
賞
２
席
　
鈴
木
清
志

（
丸
山
地
区
）

３
部

優
等
賞
１
席
　
吉
野
謙
二

（
丸
山
地
区)

７
部

優
等
賞
１
席
（
乳
器
賞
）

佐
野
雄
一
郎

（
丸
山
地
区
）

優
等
賞
２
席
　
安
藤
真
人

（
三
芳
地
区
）

８
部

優
等
賞
１
席
（
乳
器
賞
）

池
田
美
香

（
和
田
地
区
）

石井市長に登録証を手渡す西村所長（左）

委嘱状を交付する石井市長

郡市乳牛共進会審査の様子

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
に
登
録
証

岐
阜
県
高
山
市
と
並
び
国
内
最

多
に

行
政
改
革
推
進
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

優
秀
牛
を
競
う
郡
市
乳
牛
共
進
会

名
誉
賞
に
丸
山
地
区
の
佐
野
さ
ん

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

10
月
15
日
（
月
）、
市
役
所
で
道
の
駅

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
の
登
録
証
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
の
西
村

政
洋
所
長
か
ら
石
井
市
長
に
登
録
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
「
地
元
か
ら
の
声
を
受
け
、

市
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る
和
田
地
区
に
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き

た
。
観
光
と
地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
活
用
し
た
い
」
と
感
謝
と
と
も
に
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
８
番
目
の
道
の
駅
と
な
る
も

の
の
、
平
成
18
年
の
南
房
総
市
誕
生
後
で

は
初
め
て
の
道
の
駅
。
こ
れ
ま
で
、
ビ
ワ
、

花
、
魚
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
庭
園
と
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
を
持
っ
た
道
の
駅
に
、
新
た
に
ク

ジ
ラ
の
魅
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
の
道
の
駅
登
録

で
、
市
内
に
あ
る
道
の
駅
の
設
置
数
で
は

岐
阜
県
高
山
市
と
並
び
国
内
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
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10
月
１
日
（
月
）、
丸
山
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ
の
」
の
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が

年
齢
別
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
入
場
。

「
ど
う
ぶ
つ
体
操
」
で
準
備
運
動
を
行
っ

た
あ
と
、
か
け
っ
こ
や
大
き
な
バ
ト
ン

（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ボ
ー
ル
）
を
使
っ
た
リ
レ

ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
の
最
後
に
は
、
参
加
し
た
子
ど

も
全
員
に
写
真
の
入
っ
た
記
念
メ
ダ
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
親
子
は
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

10
月
16
日
（
火
）「
第
60
回
千
葉
県
乳

牛
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

か
ら
73
頭
が
出
場
し
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
房
郡
市
乳
牛
共
進
会
を
勝
ち
抜
い

た
乳
牛
や
特
別
枠
と
し
て
出
場
し
た
市
内

高
等
学
校
が
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

各
部
の
主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

３
部

金
賞
　
吉
野
謙
二
（
丸
山
地
区)

４
部

金
賞
　
県
立
安
房
拓
心
高
等
学
校
　

（
和
田
地
区
）

７
部

金
賞
　
佐
野
雄
一
郎（

丸
山
地
区
）

春
、
夜
に
な
る
と
自
宅
前
の
花
シ
ョ
ウ

ブ
畑
周
辺
が
騒
が
し
く
な
る
。
20
年
あ
ま

り
続
く
、
鴨
の
巣
作
り
が
今
年
も
始
ま
っ

た
。
騒
が
し
い
の
は
、
巣
作
り
の
場
所
取

り
で
あ
ろ
う
。

毎
年
、
３
組
く
ら
い
が
卵
を
暖
め
る
が

ヒ
ナ
ま
で
成
長
す
る
の
は
１
組
の
親
鴨
の

卵
で
あ
る
。

５
月
初
め
の
連
休
の
頃
、
田
植
え
の
済

ん
だ
水
田
で
ヒ
ナ
を
連
れ
た
親
鴨
が
見
ら

れ
る
。
８
〜
９
羽
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
も
、
こ

の
頃
に
は
、
３
〜
６
羽
に
減
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

初
め
は
７
羽
に
見
え
た
子
鴨
た
ち
。
自

宅
玄
関
先
ま
で
親
鴨
が
９
羽
の
子
鴨
を
連

れ
て
あ
い
さ
つ
に
来
た
。

鴨
の
親
子
は
、
昼
間
は
ス
イ
レ
ン
の
葉

の
下
へ
潜
っ
た
り
、
と
な
り
の
水
田
の
稲

の
中
へ
入
り
、
ガ
ボ
ガ
ボ
と
音
を
立
て
て

ド
ジ
ョ
ウ
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
る
。
子
鴨
た

ち
の
様
子
を
見
に
来
た
人
か
ら
「
１
日
中
、

子
鴨
を
見
て
い
た
い
ね
〜
」
と
言
う
声
も

聞
か
れ
た
。

８
月
中
旬
に
は
、
子
鴨
の
前
で
親
鴨
が

１
〜
２
メ
ー
ト
ル
飛
ん
で
見
せ
、
そ
れ
に

あ
わ
せ
て
子
鴨
も
真
似
を
し
た
。

８
月
20
日
頃
に
は
、
薄
暗
く
な
る
と
親

子
で
自
宅
周
辺
の
空
を
飛
ん
で
い
た
。

８
月
30
日
夕
方
か
ら
９
月
10
日
に
か
け

て
、
１
羽
を
残
し
て
み
ん
な
飛
ん
で
行
っ

た
。親

鴨
と
子
鴨
た
ち
は
、
丸
山
川
や
三
島

川
に
い
る
10
〜
20
羽
の
鴨
の
群
れ
の
な
か

に
混
じ
っ
た
と
思
う
。
子
鴨
た
ち
の
無
事

な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、
来
年
も
ま
た

花
シ
ョ
ウ
ブ
畑
に
元
気
な
姿
を
見
せ
に
来

て
欲
し
い
。

丸
山
地
区
安
馬
谷
で
自
宅
前
の
花
シ
ョ
ウ
ブ
畑

を
自
由
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
公
開
し
て
い
る
横
山

武
さ
ん
か
ら
、
子
鴨
の
巣
立
ち
の
様
子
を
綴
っ
た

投
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

市
民
広
場

県乳牛共進会審査の様子（千葉家畜市場）

大きなバトンを上手に運べたリレー競争

暑さのなか涼しげに泳ぐ９羽の子鴨たち

県
乳
牛
共
進
会

ほ
の
ぼ
の
で
運
動
会

横山　武さん

鴨
の
巣
立
ち



対
象
者

平
成
24
年
４
月
20
日
時

点
で
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次

の
年
齢
の
人
。

※
対
象
者
に
は
、
受
診
の
た
め
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
や
検
診
手
帳

な
ど
を
10
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

健
康
支
援
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
有
効
期
間

11
月
12
日
（
月
）
か
ら

12
月
14
日
（
金
）
ま
で

22 2012年11月号

11月の 11月の 

掲 示 板 

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
作

成
や
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

館
山
税
務
署
　

蕁
22
―
０
１
０
１

問

申
込
期
限

12
月
５
日
（
水
）

健
康
支
援
課

蕁
36
―
１
１
５
２

市
立
富
山
国
保
病
院
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
を
前
に
い

き
い
き
健
康
講
座
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
。

と
き

11
月
17
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら

午
前
10
時
ま
で

問
申

館山裁判所（館山市北条1073）
蕁 22－2273

問

裁判所の調停制度
裁判所の「調停」で話し合って
トラブルを解決しませんか

と
こ
ろ

富
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
３
階
研
修
室

（
富
山
国
保
病
院
と
な
り
）

内
容

講
演
「
み
ん
な
で
防
ご

う
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〜
予
防
の

お
は
な
し
〜
」
生
津

な
ま
つ

圭
祐
さ
ん

（
内
科
医
師
）、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
お
薬
の
話
」
森
田
俊
輔
さ
ん

（
薬
剤
師
）、「
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

冬
の
メ
ニ
ュ
ー
」
坂
本
里
佳
さ
ん

（
管
理
栄
養
士
）

市
立
富
山
病
院

蕁
58
―
０
３
０
１

問

青
色
決
算
・

消
費
税
申
告
の
説
明
会

大
腸
が
ん
無
料
検
診

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

吹
き
飛
ば
そ
う
！

ぼ
し
ゅ
う

10月30日（火）に実施されました
●道の駅ローズマリー公園リニューアルオープン、道の駅和田浦

WA・O
ワ 　 オ

！オープンと各オープニングイベント
●第4回産業まつり開催（11月25日）
●市内小学校通学路危険か所24か所を合同点検ほか

10月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

お
し
ら
せ

調停の対象

■民事調停 ①土地・建物・部屋のもめごと　
②交通事故　③近隣とのもめごと　④建築紛争
⑤パワハラ・セクハラ　⑥給料・退職金など
■特定調停 ①サラ金の返済に困っている　
②事業者立ち直りのためになど
■家事調停 ①夫婦関係（離婚・円満） ②親
権・面接交渉　③財産分与・年金分割　④養育
費・婚姻費用（生活費） ⑤相続（遺産）⑥認
知・親子関係　⑦慰謝料など

調停のメリット

①自分でできる・手続きも簡単　②手数料が
安い　③迅速な解決がはかれる　④相手と直
接交渉はしなくてもよい　⑤非公開なのでプ
ライバシーが守られる　⑥合意内容は裁判の
判決と同じ効力

日程 

12月5日（水） 

12月6日（木） 

12月7日（金） 

丸山公民館 

鴨川市役所 

と　き ところ 時　間 内　容 

館山市コミュニ 
ティセンター 

9:30～12:00 
13:30～16:00 
9:30～12:00 

13:30～16:00 
9:30～12:00 

13:30～16:00

営業等所得・不動産所得 
農業所得 
営業等所得・不動産所得 
農業所得 
営業等所得・不動産所得 
農業所得 

 

 

大腸がん無料検診の対象年齢 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

年　齢 生　年　月　日 

昭和46年4月2日～昭和47年4月1日 

昭和41年4月2日～昭和42年4月1日 

昭和36年4月2日～昭和37年4月1日 

昭和31年4月2日～昭和32年4月1日 

昭和26年4月2日～昭和27年4月1日 



小川　竜平さん（白浜小6年）

表紙作品は、市が実施した環境ポスターコンテストで最優秀賞に選
ばれた作品です。
「ポスターを見て、地域の人たちが3Ｒに取り組んでくれたらと思い、

描きました。家庭では、ごみの分別に気をつけています。要らないカレ
ンダーをメモ用紙に使うなど、リサイクルにも心掛けています」。
3年連続で最優秀賞を受賞した小川君。「また最優秀賞になれてう

れしい。びっくりしました」と語りました。

今月の表紙

2012年11月号 23

平
成
25
年
度
に
公
立
小
中
学
校

で
講
師
を
希
望
す
る
人
の
登
録
会

と
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
平
成

23
年
度
に
登
録
し
た
人
も
再
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

今
年
度
末
、
大
学
卒
業
予
定
ま

た
は
教
員
免
許
取
得
予
定
の
人
も

登
録
で
き
ま
す
。

・
安
房
分
室
管
内
登
録
会
・
面
接
会

と
き

12
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ

南
房
総
教
育
事
務
所

安
房
分
室

（
館
山
市
北
条
４
０
２
―
３
）

・
南
房
総
教
育
事
務
所
管
内

合
同
登
録
会

と
き

平
成
25
年
１
月
21
日

（
月
）
午
後
１
時
か
ら

（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ

君
津
教
育
会
館

（
木
更
津
市
新
田
３
―
４
―
７
）

募
集
職
種

教
員
、
養
護
教
諭
、

学
校
栄
養
職
員
、
学
校
事
務
職
員

持
ち
物

①
筆
記
用
具
、
②
印
鑑
、

②
履
歴
書
１
通
（
再
登
録
者
は
不

要
）、
③
写
真
（
新
規：

縦
４

㎝
×
横
３
㎝
２
枚
、
縦
６
㎝
×
横

４
・
５
㎝
３
枚
、
再
登
録：

縦
４

㎝
×
横
３
㎝
２
枚
）、
④
教
員
免

許
状
の
写
し
（
新
卒
者
・
再
登
録

者
は
不
要
）

南
房
総
教
育
事
務
所
　

蕁
０
４
３
８
―
25
―
１
３
１
１

戦
国
武
将
里
見
氏
に
つ
い
て
学

ぶ
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目
で

す
。２

か
所
の
城
跡
へ
は
バ
ス
で
移

動
し
、
講
師
の
案
内
を
聞
き
な
が

ら
見
学
し
ま
す
。

と
き

12
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時

集
合
場
所

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

講
師

歩
い
て
学
ぶ
里
見
氏
の
会

会
長
　
島
田
輝
弥
さ
ん

参
加
費

３
０
０
円

持
物

昼
食
、
飲
料
、
敷
物
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

定
員

30
人

締
切

11
月
22
日
（
木
）

地
域
づ
く
り
協
議
会
「
み

よ
し
」
事
務
局
（
三
芳
地
域
セ
ン

タ
ー
内
）

蕁
36
―
１
１
８
５

問
申 問

寺
子
屋
講
座
・
里
見
シ
リ
ー
ズ
②

〜
国
指
定
史
跡
に
な
っ
た
〜

稲
村
城
跡
・
岡
本
城
跡
を
歩
く

公
立
小
中
学
校
で

講
師
を
希
望
す
る
人
へ

●ススキ
秋の深まりを感じさせるススキ。秋の七草の一つにも数えられ

ています。
市ホームページ内にある「ギャラリー南房総」では、市内の風物

や花、イベントなどを紹介しています。紹介した写真は、バックナ
ンバーでギャラリー開設当初からのものがすべて見られます。

安房郡市消防本部からの
お知らせ

現在、安房郡市消防本部で受け付けて
いる119番通報は、平成
25年2月19日（火）から
千葉市にある「ちば消防
共同指令センター」で受
け付けます｡

消防車・救急車は、
「ちば消防共同指令セン
ター」の出動指令を受けて、安房郡市消
防本部から出動します｡

通報の際には、「南房総市からの通報
であること」を必ず伝えてください｡

固定電話での通報は、発信地表示機能
で瞬時に通報場所が特定されます｡なるべ
く固定電話からの通報をお願いします｡

安房郡市消防本部　警防課　
蕁22－2233

問

119番の受付場所が変わります



（
白
浜
町
滝
口
５
１
７
５
―
１
／
旧
長

尾
小
学
校
と
な
り
）

蕁
28
―
５
５
４
１

平
成
25
年
度
か
ら
、
新
し
い
生

涯
大
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

地
域
活
動
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
「
地
域
活
動
学
部
」

と
地
域
活
動
の
指
導
者
に
必
要
な

知
識
な
ど
を
学
ぶ
「
地
域
活
動
専

攻
科
」（
京
葉
学
園
の
み
設
置
）

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
生
涯
大
学
校

は
県
内
に
５
学
園
６
校
舎
が
あ

り
、
館
山
市
内
に
南
房
学
園
が
あ

り
ま
す
。

資
格
　
県
内
に
住
む
55
歳
以
上
の

人
（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）

定
員
・
修
業
年
限
（
南
房
学
園
）

地
域
活
動
学
部
　
　
50
人
・
２
年

造
形
学
部
園
芸
コ
ー
ス
70
人
・
１
年

造
形
学
部
陶
芸
コ
ー
ス
25
人
・
１
年

入
学
金

無
料

授
業
料
（
年
額
）

地
域
活
動
学
部

１
万
５
０
０
０
円

造
形
学
部
園
芸
コ
ー
ス
２
万
７
０
０
０
円

造
形
学
部
陶
芸
コ
ー
ス
５
万
４
０
０
０
円

※
授
業
料
の
ほ
か
に
教
材
費
な
ど

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

入
学
案
内
の
配
布

健
康
支
援

課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ

ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
南
房
学
園

事
務
局
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
希
望

者
は
、
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
記

入
し
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角

２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

11
月
９
日
（
金
）
か
ら

12
月
28
日
（
金
）
ま
で

〒
２
６
０
―
０
８
０
１
　

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
２

―
２
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

蕁
０
４
３
―
２
６
６
―
４
７
０
５

テ
ー
マ

写
真
・
絵
画
・
イ
ラ
ス

ト
な
ど
作
品
の
種
類
は
問
い
ま
せ

ん
。販

売
を
目
的
と
し
な
い
作
品
が

基
本
で
す
。
風
景
写
真
な
ど
は
、

市
内
の
も
の
を
題
材
に
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
方
法

氏
名
、
連
絡
先
、
作

品
の
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て

直
接
持
参
す
る
か
、
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
な
ど
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
推
進
課

蕁
33
―
１
０
０
３

問
申

問
申

24 2012年11月号

介
護
さ
れ
る
人
が
、
そ
の
人
ら

し
く
生
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
南
房
総
の
介
護
を
考
え
る
会

「
安
房
介
護
一
揆
」
主
催
の
介
護

映
画
・
上
映
会
と
介
護
・
講
演
会

で
す
。
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
。

と
き

11
月
23
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら

午
後
５
時
30
分
（
予
定
）

（
途
中
入
退
場
自
由
）

と
こ
ろ

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

内
容

午
前
・
映
画
上
映
「
た
だ

い
ま
　
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
」（
文

化
庁
映
画
賞
受
賞
作
品
）
／
午

後
・
講
演
「『
新
し
い
介
護
』
な

ど
」
三
好
春
樹
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
な
る
ほ
ど
！
な
っ
と
く
介
護
」）、

「
井
戸
端
と
い
う
元
気
」
加
藤
正

裕
さ
ん
（
井
戸
端
げ
ん
き
施
設

長
）、「
に
ぎ
や
か
と
い
う
ス
タ
イ

ル
」（
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
ぎ
や

か
理
事
長
）

参
加
費

２
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
学
生
証
提
示
で
無
料
）

小
規
模
多
機
能
ろ
く
じ
ろ
う

問
申

オ
ム
ツ
外
し
学
会
×
安

房
介
護
一
揆

〜
そ
ろ
そ
ろ
、
僕
ら
の
介
護
の
話

を
し
よ
う
〜

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

表
紙
作
品

生
涯
大
学
校
学
生

1111月の 11月の 

掲 示 板 

有 料 広 告

鋸南病院鋸南病院 鋸南病院 診療のご案内 

☆午後も診療しております。 
☆眼科は水曜午前のみ診療 
☆各種健康診断・予防接種も行っております。 

安房郡鋸南町保田359
TEL 0470-55-2125

午
前 

午
後 

月 火 水 木 金 
内科 
外科 
眼科 
総合 

柴田・安達 
金親 
　 

金親 

金親 
石井 
　 

石井 

金親・安達 
石井 
馬場 

清野 

金親・安達 
今村 
　 

清野 

金親・安達 
石渡(整形)

石渡(整形) 
･永岡 外来 

有 料 広 告

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　TEL　0470-29-1900
ホームページアドレスが新しくなりました　新アドレス http://prs.is-mine.net

保険診療 

自費診療 

ぼ
し
ゅ
う



暴
力
団
相
談

暴
力
団
に
よ
る
被
害
の
相
談

（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）。

蕁
０
４
３
―
２
５
４
―
８
９
３
０

少
年
セ
ン
タ
ー

（
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
）

少
年
に
関
す
る
非
行
、
家
庭

内
暴
力
、
犯
罪
被
害
、
交
友
関

係
な
ど
の
相
談
（
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で)

。
蕁
０
１
２
０
―
７
８
３
４
９
７

館
山
警
察
署

蕁
23
―
０
１
１
０

労
災
に
関
す
る
相
談
に
、
弁

護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

応
じ
ま
す
。

と
き

12
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

船
橋
市
勤
労
市
民
セ

ン
タ
ー
（
船
橋
市
本
町
４
―
19

―
６
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み

不
要

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

蕁
０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

問 問

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス

http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス

http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報

http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

11
月
25
日
（
日
）
か
ら
12
月

１
日
（
土
）
ま
で
は
、
犯
罪
被

害
者
週
間
で
す
。

千
葉
県
警
察
で
は
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
被

害
者
や
遺
族
・
家
族
に
対
し
、

各
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

各
種
犯
罪
や
事
故
の
被
害
者

相
談
、
警
察
全
般
に
関
す
る
相

談
（
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で)

。

蕁
０
４
３
―
２
２
７
―
９
１
１
０

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」

女
性
被
害
１
１
０
番

女
性
被
害
者
の
困
り
ご
と
、

悩
み
ご
と
相
談
（
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
）。

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
０
１
１
０

女
性
相
談
所

電
車
、
駅
構
内
の
痴
漢
被
害

な
ど
の
届
出
や
相
談
（
24
時
間

対
応
）。

蕁
０
１
２
０
―
０
４
８
２
２
４

252012年11月号

平
成
六
年
五
月
五
日
の
夜
、
白
浜
町
に
ど
こ
か
ら
飛
来
し
た
の
か

大
凧
が
舞
い
降
り
、
町
中
の
人
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

そ
の
大
凧
は
国
道
沿
い
に
立
つ
電
柱
に
引
っ
か
か
っ
て
揺
れ
動
き
、

パ
タ
パ
タ
音
を
立
て
て
い
た
た
め
、
町
役
場
も
警
察
も
放
置
し
て
お

け
ず
、
大
騒
ぎ
で
大
凧
を
電
柱
か
ら
取
り
除
け
る
と
、
町
の
拾
得
物

と
し
て
保
管
し
、
凧
揚
げ
大
会
を
開
催
し
て
い
る
近
県
の
自
治
体
に

問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
何い

ず

れ
も
心
当
た
り
が
な
い
と
い
う
返
事
だ

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
時
が
経
つ
と
凧
の
図
柄
か
ら
、
静
岡
県
浜
松
市
の
凧
揚

げ
合
戦
に
参
加
し
た
浜
松
有
玉
誠
有
会
の
凧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

浜
松
の
祭
り
関
係
者
が
引
き
取
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
こ
の
出
来
事

は
浜
松
で
も
大
評
判
と
な
り
、
浜
松
市
ま
つ
り
会
館
に
、
そ
の
い
き

さ
つ
が
「
び
っ
く
り
新
記
録
」
と
し
て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
六
年
五
月
五
日
浜
松
ま
つ
り
最
高
潮
の
午
後
二
時
二
十
分

頃
、
惜
し
く
も
合
戦
に
敗
れ
た

凧
は
折
か
ら
の
西
風
に
乗
り
、

遠
州
灘
、
駿
河
湾
を
ひ
と
飛
び

伊
豆
の
山
を
越
え
相
模
湾
も
横

断
、
房
総
半
島
の
南
端
白
浜
へ

不
時
着
。
過
去
、
天
竜
川
や
御

前
崎
ま
で
飛
ん
だ
例
は
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
一
気
に

塗
り
替
え
た
」。

第79話
生稲謹爾

「大凧
おおだこ

の
飛来」

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の

相
談
窓
口

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

携　帯
サイト

飛来した凧のミニチュア版。
有玉誠有会から町に寄贈されたもの。

そ
う
だ
ん

人口の動き（平成24年11月１日

現在）は、広報みなみぼうそう

お知らせ版12月号（11月22

日発行）に掲載します。



三
芳
地
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
チ
ー
ム
の
「
南
総
み
よ
し
烈
華
隊
」
で
す
。
結
成
９
年
目

「
自
分
に
元
気
を
！
人
に
感
動
を
!!
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々

練
習
し
て
い
ま
す
。
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
通
じ
、
た
く
さ

ん
の
人
に
笑
顔
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
５
歳
か
ら
60
歳
代
ま
で
総
勢
48
人
で
す
。
メ

ン
バ
ー
同
志
で
曲
作
り
や
衣
装
の
考
案
、
踊
り
の
構
成
、
指

導
な
ど
を
行
っ
て
大
会
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

チ
ー
ム
全
員
の
集
大
成

で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

は
、
地
元
の
ピ
ー
ア
ー
ル

が
で
き
れ
ば
と
房
州
の
お

祭
り
や
房
総
里
見
氏
を
題

材
に
、
２
０
１
０
年
か
ら

「
踊

お
ど
り

鼓こ

祭ま
ち

」、「
八
犬
傳

は
っ
け
ん
で
ん

〜

姫き

哭こ
く

浄
じ
ょ
う

華か

」、「
里
見
水
軍
〜
仁じ

ん

〜
」
と
３
年
間
連
続
で
作

り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
の
「
ま
ほ
ろ
ば
夢
楽

む

ら

ま
つ
り
」
で
は
、
み
よ
し
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
各
地
の
大
会
な
ど
で
知
り
合
っ
た
た
く

さ
ん
の
仲
間
た
ち
が
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
出
会
い
が
で
き
る
の
も
、
よ
さ
こ
い
を
続
け
て
き
た

お
か
げ
で
す
。

南
総
み
よ
し
烈
華
隊
で
は
、
踊
子
・
旗
士

は
た
し

・
ス
タ
ッ
フ
な

ど
会
員
大
募
集
中
で
す
。

「
南
総
み
よ
し
烈
華
隊
」
会
長
　
加
藤

蕁
０
９
０
―
８
０
３
６
―
７
０
８
０

問

26 2012年11月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
11
月
号

平
成
24
年
11
月
８
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
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千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
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│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
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│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簣「里見水軍～仁

じん

～」の演舞

〜
南
総
み
よ
し
烈れ
っ

華か

隊
〜

会
長

加
藤
冷
子
　
会
員
　
48
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

http://civil.m
boso-etoko.jp/

問

まほろば夢楽
む ら

まつりでの総乱舞

南房総南房総ファミリアクリニック 南房総南房総ファミリアクリニック 南房総ファミリアクリニック 

詳細情報詳細情報はHPHPもしくはお電話電話にてお問い合わせください 詳細情報はHPもしくはお電話にてお問い合わせください 

南房総ファミリアクリニック 検索 
蕁 04700470－2020－61716171
南房総市本織南房総市本織4343－1
蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

内　科（月～土曜日） AM 9：00～12：00 
PM 2：30～  6：00

AM 8：40～11：30 
 AM 9：00～12：00 
PM 1：00～  3：00

小児科・皮膚科 
  （火・水・金・土曜日） 
整形外科 （毎週木曜日） 

診療のご案内 


